










b 、b、 づか し修ゅう ぞう氏名・(本籍) 飯 塚 一
学位の種類 医 .戸弓ι斗 博 士
学位記番号 第 6 5 3 9 τEヨコ
学位授与の日付 昭和 59 年 5 月 29 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 イヌ摘出毛様体の電気生理学的特性
論文審査委員 教(主査授) 員鍋檀三





上皮は後房に接する無色素上皮とその内側の色素上皮の 2 層構造よりなるが， tight junctionが無色素
上皮に存在するため房水産生も乙の上皮によって行われると考えられている。注目される無機イオンは





1 )材料:体重10--15kgの雑種犬を50mgのketamine hydrochlorideで前処置した後， 800 mgのsodium
pentobarbital で屠殺した。ただちに眼球を摘出し，後述する培養液の中で眼球赤道部を 2 分割し，その
前半部を利用した。硝子体および水晶体を取りさり，虹彩毛様体を経線方向に数分割した後，その 1 つ
をUssing型chamberに固定した口 Ussing型chamberは 2 m1の培養液を満たした 2 つのcompartmentから
なり，その接合部に毛様体を固定した。使用した培養液はHEPES-bicarbonate Ringerで， 95%02+ 5 










・毛様体経上皮電位は- 1. 35 i: 0.08 m V (mean士S. E. M' I n =52) で，後房側が毛様体実質側に対
して，負の値を示した0
・短絡電流は- 23.6 i: 1. 7μA/cIfiで 150 分の実験時間中安定な値を示した。また膜抵抗も一定であ
り，薬剤投与によっても変化がなかった口
• ouabainは1Q- 3M ， 1Q- 4 Mの濃度では後房側投与および毛様体実質側投与で短絡電流を減少させた
が， 1Q- 5 Mの濃度では影響を与えなかった。







2. 1Q- 3 M , 1Q- 4 Mの高濃度のouabainの投与は短絡電流に影響を与えたが1Q- 5Mの濃度では影響が
なかった乙とは， Na+ -K+ ATPaseによってNa+や K+などの陽イオンが能動輸送されている可能性が少










輸送阻害剤の影響を検討することにより， Na+ -K+ ATPase は経上皮イオン輸送よりもむしろ細胞の恒
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常性維持機能に重要であり，経上皮イオン輸送はfurosemideで阻害をうけるcp-の能動輸送が重要であ
ると示唆された。
本論文は毛様体における経上皮電位の極性を決定し，イオン輸送機構を解明したもので，毛様体にお
ける房水産生機構の解明に貢献するところ大であり，博士論文に値する。
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